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明
末
虎
丘
派
の
源
流

ー

l
笑
巌
徳
宝
と
幻
有
正
伝
｜
｜

野

善

敬

口

明
末
、
所
謂
万
暦
三
高
僧
の
華
々
し
い
活
躍
の
後
を
受
け
て
、
中
国
仏
教
界
は
ど
の
様
な
動
向
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
崇
禎
か
ら
永

暦
に
か
け
て
の
禅
門
の
状
況
に
つ
い
て
、

『
五
灯
会
元
続
略
』
は
「
南
獄
下
三
十
四
世
、
青
原
下
三
十
六
世
、
二
枝
秀
を
競
い
、
承
嗣
巳

に
天
下
に
満
つ
」
（
凡
例
）

し
、
学
者
依
り
て
出
世
の
梯
航
と
為
す
」
（
向
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

と
言
い
、

更
に
南
獄
下
臨
済
宗
の
隆
盛
に
つ
い
て
「
惟
だ
是
れ
天
童
・
磐
山
・
車
渓
の
三
派
、

支
那
に
鼎
時

天
童
と
は
密
雲
円
悟
（
一
五
六
六

t
一
六
回
一
）
、

磐
山
と
は
天
隠
円

修
（
一
五
七
五
J
一
六
三
五
）
、
車
渓
と
は
無
幻
性
沖
（
一
五
四
O
J
一
ム
ハ
一
一
）
を
指
す
わ
け
だ
が
、
と
の
中
『
五
灯
会
元
続
略
』
が
南
荻
下

三
十
四
世
と
し
て
採
り
上
げ
た
十
六
人
は
、
全
て
密
雲
及
び
天
隠
の
嗣
法
で
あ
り
、
当
時
臨
済
宗
に
於
て
両
者
の
法
嗣
が
活
躍
し
て
い
た

明末虎丘派の源流（野口〉

乙
と
が
窺
わ
れ
る
。
中
で
も
密
雲
は
、
木
陳
道
忍
（
一
五
九
六
J
一
六
七
四
）
・
費
隠
通
容
（
一
五
九
三
J
一
六
六
一
）
な
ど
幾
多
の
禅
匠
を
打

密
雲
は
彼
自
身
、

出
し
、
中
国
仏
教
界
に
大
き
な
紛
静
の
嵐
を
巻
き
起
こ
す
と
と
に
な
る
。

自
ら
印
可
を
与
え
た
漢
月
法
蔵
（
一
五
七
三

J
二
ハ
三
五
）
と
の
聞
に
『
五
宗
源
』

を
巡
っ
て
大
論
争
を
起
と
す
が
、

の
撰
者
で
あ
る
弟
子
費
隠
は
、

『
五
灯
厳
統
』

同
門
の
朝
宗
通

玉
林
通
誘
（
一
六
一
四
J
一
六
七
五
〉
、
洞
門
の

忍
三
六
O
四
t
一
六
四
八
）
と
の
論
争
、
木
陳
と
の
抗
争
の
み
に
止
ま
ら
ず
、

天
隠
の
嗣
、

瑞
自
明
雪
〈
一
五
八
四
J
一
六
四
一
）
と
激
論
を
交
わ
す
に
及
ぶ
な
ど
、

る
。
密
雲
を
評
し
て
「
法
試
問
、
林
の
如
く
薮
の
加
し
。

宗
門
内
に
大
き
な
騒
動
を
起
と
し
た
問
題
児
と
し
て
著
名
で
あ

（
臨
）
済
宗
を
振
わ
す
者
は
皆
な
金
粟
（
密
雲
）
自
り
出
づ
」
（
密
雲
老
和
尚
語
録
序
J



一一一一一

と
言
わ
れ
る
の
は
所
以
な
き
と
と
で
は
あ
る
ま
い
が
、

そ
の
一
円
は
罵
署
雑
言
に
漢
溢
し
た
抗
争
の
一
派
で
あ
っ
た
。
日
本
に
黄
葉
宗
を

ζ

の
一
門
の
思
想
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
は
、
日
本
禅
問
と

伝
え
た
隠
元
隆
碕
（
一
五
九
二
J
一
六
三
四
）
は
費
隠
の
法
嗣
で
あ
り
、

の
関
わ
り
に
於
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

密
雲
と
天
隠
は
共
に
虎
丘
派
の
幻
有
正
伝
（
一
五
四
九
J
一
六
一
四
）
に
法
を
嗣
い
で
い
る
。

よ
っ
て
明
末
虎
丘
派
隆
盛
の
起
点
と
な
り

大
き
な
位
置
を
占
め
る
の
は
幻
有
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
幻
有
の
師
、
笑
巌
徳
宝
（
一
五
一
二
J
一
五
八
一
）
は
、

で
あ
り
禅
浄
一
致
論
者
と
し
て
知
ら
れ
る
雲
棲
株
宏
（
一
五
三
五

t
一
六
一
五
）
が
曽
て
参
禅
し
、
『
禅
関
策
進
』
等
に
そ
の
名
を
挙
げ
て

い
る
と
と
か
ら
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
が
、
幻
有
に
つ
い
て
は
語
録
が
現
存
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
専
論
も
無
く
、
幾
ん
ど
そ
の
姿
を
知

ら
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
、
笑
巌
か
ら
幻
有
へ
の
禅
風
の
推
移
を
通
し
て
、
罵
署
に
彩
ら
れ
た
明
末
虎
丘
派
の
有
り
様
の
一
端
を
明
ら

万
暦
三
高
僧
の
一
人

か
に
し
た
い
と
思
う
。

笑
巌
徳
宝
は
憲
宗
の
正
徳
七
年
（
一
五
一
二
）
に
生
ま
れ
、

神
宗
の
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）
に
遷
化
す
る
が
、

そ
の
生
涯
の
大
半
は
排

仏
を
以
て
知
ら
れ
る
世
宗
の
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
。
道
教
に
帰
依
し
た
世
宗
は
様
々
な
排
仏
の
動
き
を
具
体
的
に
示
す
。
『
図
書
集
成

釈
教
部
葉
考
』
に
よ
れ
ば
、
世
宗
は
嘉
靖
十
五
年
（
一
五
二
六
）
禁
中
の
仏
殿
を
除
き
、
翌
十
六
年
に
は
勅
し
て
僧
徒
の
還
俗
を
聴
し
、

み

ず

か

寺
院
の
信
葺
及
び
私
自
ら
披
制
し
て
僧
と
為
る
乙
と
を
禁
じ
、

更
に
同
二
十
二
年
（
一
五
三
三
）
大
慈
思
寺
を
懐
か
し
め
、

（
一
五
五
六
）
に
は
詔
し
て
僧
尼
の
戒
壇
を
禁
ず
る
に
至
っ
た
と
い
う
（
巻
六
）
。
固
よ
り
と
の
様
な
排
仏
が
実
際
に
ど
れ
程
社
会
下
層
ま
で

徹
底
し
た
か
は
疑
円
で
あ
る
が
、
仏
教
劣
勢
の
時
代
を
背
景
に
出
現
し
た
笑
巌
の
禅
は
、
対
社
会
的
に
消
極
的
で
隠
遁
的
な
感
触
を
受
け

る

も

の

で

あ

っ

た

。

其

れ

殆

ら

く

は

治

乱

を

識

る

の

同
四
十
五
年

笑
巌
の
禅
風
に
つ
い
て
密
蔵
道
開
（
生
卒
未
詳
）
は
「
照
到
る
も
用
常
に
及
ぼ
ず
。



か

智
有
る
も
、
治
を
敷
き
乱
に
蹴
つ
の
才
無
き
者
な
る
か
」
ハ
蔵
逸
経
書
・
笑
巌
集
）
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
怒
濡
渦
ま
く
万
暦
社
会
に
打

っ
て
出
、
非
業
の
最
後
を
遂
げ
た
紫
柏
達
観
ハ
一
五
四
三

t
一六
O
三
）
の
動
的
禅
に
長
年
親
交
し
た
道
聞
に
す
れ
ば
、
笑
巌
の
禅
は
何
と

も
物
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
だ
が
笑
巌
と
達
観
の
活
躍
の
時
代
背
景
が
異
な
る
乙
と
を
考
え
れ
ば
、
笑
巌
を
無
用
の
禅
と
一

概
に
否
定
す
る
ζ

と
は
出
来
ま
い
。

笑
巌
は
そ
の
生
涯
に
於
て
長
年
に

E
る
厳
し
い
修
行
参
究
を
行
い
、
「
南
北
の
知
識
を
歴
参
す
る
と
と
三
十
余
人
」
（
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝

伝
・
巻
十
四
）
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
参
歴
の
姿
は
彼
の
語
録
で
あ
る
。
『
用
心
笑
巌
宝
祖
南
北
集
』
南
集
の
「
行
実
」
に
詳
し
い
。
笑

「
如
今
現
前
、
如
人
現
前
」
（
北
集
・
示
衆
・
却
と
な
る
人
々
本
具
の
一
大
事
追
求
の
為
で
あ
る
と
と
は
言

巌
に
於
け
る
一
途
な
参
究
が
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う
迄
も
な
い
し
、
自
己
の
生
死
究
責
を
目
指
す
禅
に
於
て
、
一
切
の
問
題
を
他
者
へ
添
加
す
る
乙
と
な
く
、
自
己
の
問
題
と
し
て
捉
え
凝

視
す
る
と
と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
笑
巌
は
参
禅
す
る
者
の
自
己
点
検
の
必
要
性
を
力
説
し
て
次
の
様
に
言
う
。

み
ず
か

「
夫
れ
古
へ
よ
り
聖
人
・
凡
夫
、
量
に
定
名
有
ら
ん
や
。
亦
た
多
能
を
必
せ
ず
。
惟
だ
時
々
射
自
ら
点
検
し
、
省
政
思
斉
す
る
の
み
。
此

れ
は
是
れ
古
人
治
心
謀
道
の
要
捷
な
り
。
設
い
衆
に
処
り
て
行
事
の
我
に
合
せ
ざ
る
者
有
る
も
、
亦
た
必
ず
し
も
之
を
校
べ
ぎ
れ
。
但

だ
常
に
自
己
、
其
の
心
量
を
廓
し
、
以
て
物
を
容
れ
、
位
益
ミ
高
く
し
て
心
益
ミ
下
か
ら
ん
と
と
を
欲
す
。
調
心
定
志
を
以
て
主
と
為

し
、
克
己
恕
人
を
用
と
為
せ
。
己
に
克
て
ば
則
ち
其
の
徳
自
に
新
た
に
、
人
を
恕
せ
ば
則
ち
嘉
声
速
く
播
く
。
声
播
け
ば
則
ち
人
皆
な

す

な

b

仰
懐
し
、
徳
新
た
な
れ
ば
則
ち
聖
階
翼
う
可
し
。
斯
乃
ち
日
に
之
を
常
に
用
い
、
特
に
涯
岸
を
立
つ
る
を
仮
ら
ざ
れ
。
故
に
古
徳
云
う
、

『
人
、
至
愚
な
り
と
雄
も
人
を
責
む
る
と
と
甚
だ
明
ら
か
に
、
人
、
至
明
な
り
と
錐
も
己
を
恕
す
乙
と
は
則
ち
昏
し
。
但
だ
人
を
責
む

る
の
心
を
配
て
己
を
責
め
、
己
を
恕
す
心
も
て
人
を
恕
せ
ば
、
則
ち
古
人
の
他
位
に
到
ら
ざ
る
を
患
へ
ぎ
る
の
み
』
と
。
斯
の
言
、
誠

に
君
子
家
の
常
茶
飯
為
り
。
宜
し
く
切
に
勉
む
べ
し
。
」
ハ
北
集
・
示
孟
鶴
林
語
・
臼
b
）

こ
の
様
に
自
己
に
対
し
て
常
に
妥
協
な
き
厳
し
さ
を
要
求
す
る
笑
巌
は
、
更
に
己
が
弟
子
に
対
し
て
安
易
な
出
世
を
戒
め
て
い
る
。
笑

巌
は
付
法
の
際
、
幻
有
に
対
し
て
一
つ
の
笠
を
与
え
、
「
圭
角
を
露
わ
す
無
か
れ
」
〈
五
灯
会
元
続
略
・
巻
八
）
と
付
嘱
し
、

幻
有
は
指
示
に

一一一一ー一



一
二
四

従
っ
て
五
台
に
十
三
年
間
棲
息
し
た
と
い
わ
れ
る
。
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
笑
巌
は
次
の
様
に
述
べ
て
お
り
、
以
て
幻
有
へ
の
付

嘱
の
真
意
を
窺
う
と
と
が
出
来
よ
う
。

「
古
へ
自
り
高
僧
に
三
不
幸
有
り
。
少
齢
に
し
て
博
識
巧
術
、
徒
衆
縁
勝
、
名
称
有
り
て
豪
貴
の
宗
ぶ
所
。
斯
れ
を
具
う
れ
ば
是
れ
を

作
悼
ん

U

真
の
不
幸
と
謂
う
な
り
。
仁
者
応
に
知
る
べ
し
。
若
し
真
誠
謀
道
の
士
な
れ
ば
、
宜
し
く
退
歩
滋
心
、
厚
き
を
道
に
籍
り
て
可
な
る
の

み
。
夫
れ
胡
ぞ
勉
め
ざ
ら
ん
や
。
」
（
北
集
・
示
衆
・
田
b
）

笑
巌
の
禅
接
化
に
於
て
そ
の
骨
格
と
な
っ
た
も
の
は
、
看
話
禅
で
あ
っ
た
。
笑
巌
は
語
録
中
に
於
て
「
万
法
帰
ご
・
「
本
来
の
面
目
」

な
ど
の
公
案
を
用
い
て
、
そ
の
参
究
方
法
に
つ
い
て
懇
切
に
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
禅
門
に
於
け
る
話
頭
の
使
用
は
宋
代
に
始
ま
り
、
以

後
臨
済
禅
に
於
て
圧
倒
的
流
行
を
見
て
お
り
、
笑
巌
の
そ
れ
も
他
に
比
し
て
特
に
注
目
に
値
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

看
話
禅
は
話
頭
に
よ
り
参
究
者
の
心
意
識
を
絶
つ
所
に
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
わ
け
だ
が
、
笑
巌
は
と
の
点
に
禅
門
の
歴
史
的
な
全
て

の
接
引
作
略
の
意
図
を
見
出
す
。
禅
門
に
於
け
る
棒
喝
使
用
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て
笑
巌
は
次
の
様
に
言
う
。

「
〈
聞
い
て
）
臼
く
、
『
棒
を
施
し
喝
を
施
す
は
、
始
め
黄
葉
・
臨
済
・
徳
山
・
岩
頭
自
り
方
に
此
の
令
を
行
う
。
達
磨
巳
下
、
南
獄
・

い
ぶ
か

馬
祖
、
総
て
未
だ
此
の
令
を
行
う
者
有
る
を
聞
か
ず
。
敢
て
問
う
、
此
の
棒
喝
は
未
審
し
何
の
宗
旨
有
り
て
頓
に
言
教
を
超
ゆ
る
や
。
』

・
：
乃
ち
日
く
、

『
此
の
教
外
単
伝
直
示
の
旨
、
正
令
全
提
の
家
風
、
棒
喝
に
表
さ
る
る
に
拠
る
な
り
。
且
つ
委
曲
に
葛
藤
す
る
こ
と
一

二
し
て
、
汝
を
し
て
暁
り
易
か
ら
し
め
ん
。
此
の
棒
喝
は
、
世
尊
に
在
り
で
は
、
奇
な
る
か
な
と
歎
ず
る
処
、
直
下
に
大
光
明
を
放
つ

処
、
黙
然
陸
座
の
処
為
り
。
：
・
臨
済
・
徳
山
の
後
、
人
情
漸
く
偽
に
、
法
令
愈
ミ
厳
に
し
て
、
盛
ん
に
棒
喝
を
用
い
て
仏
事
を
為
す
。

急
逮
提
新
、
電
光
石
火
、
剣
刃
上
に
人
を
尋
ね
、
擬
議
少
停
を
容
さ
ず
。
直
下
に
其
の
意
路
穿
撃
を
絶
す
。
量
に
言
説
を
待
た
ん
や
。

：
・
老
趨
州
に
在
り
で
は
言
を
以
て
棒
喝
に
代
う
と
離
も
、
所
謂
「
苦
」
と
日
い
、

担
取
し
去
れ
」
と
日
い
、
「
若
し
老
僧
に
遇
わ
ざ
れ
ば
幾
ん
ど
玄
殺
せ
ん
」
等
と
日
う
処
、
其
の
厳
又
た
止
だ
に
以
て
棒
喝
を
用
う
る

雲
門
老
子
は
棒
喝
兼
行
、
多
く
一
宇
を
用
う
。
後
人
目
け
て
雲
円
一
字
の
関
と
為
す
処
な
り
。
扮
腸
は
当
門

「
死
」
と
日
い
、

「
放
下
着
」
・
「
怨
廃
な
ら
ば
則
ち

に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
。



師
子
の
処
。
楊
岐
に
至
り
で
は
変
じ
て
金
剛
圏
・
栗
糠
蓬
と
為
る
処
。
黄
龍
は
三
闘
の
処
。
詑
略
此
れ
を
挙
げ
て
以
て
従
上
に
較
ぷ
る

に
、
販
の
悲
愈
ミ
切
に
し
て
機
愈
ミ
遅
く
、
唱
弥
三
両
く
し
て
和
弥
ヒ
寡
し
。
』
」
（
北
集
・
広
語
・
幻
b
）

笑
巌
は
こ
の
様
に
仏
祖
の
機
用
を
全
て
棒
喝
を
以
て
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
自
身
棒
喝
を
用
い
て
お
り
、

は
海
て
義
味
無
し
o
h
m
k
与
え
て
崎
映
せ
し
む
る
に
、
祇
だ
一
条
の
生
漆
棒
喝
の
間
て
以
て
管
待
方
便
と
為
す
有
る
の
み
」
（
北
集
・
広
語

・幻
b
〉
と
述
べ
て
い
る
。
棒
喝
の
多
用
は
法
孫
の
密
雲
・
費
隠
に
顕
著
で
あ
り
、
笑
巌
下
一
門
の
一
つ
の
特
色
と
も
な
る
が
、

「
我
が
達
磨
門
下

そ
の
淵

源
は
乙
乙
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
禅
学
思
想
史
』
の
著
者
は
笑
巌
を
評
し
て
「
念
仏
禅
」
（
下
巻
・
六
四
七
頁
）
と
言
い
、
「
笑
巌
自
身
既
に
念
仏
に
入
」
る
と
述
べ
る
が

（
向
上
・
六
五
九
頁
）
、
笑
巌
の
禅
は
以
上
の
如
く
看
話
と
棒
喝
と
い
う
純
禅
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
機
鋒
は
「
若
し
柄
僧
門

た

と

下
に
約
せ
ば
、
直
偉
い
言
前
に
薦
得
す
る
も
宗
風
を
屈
辱
す
。
旬
下
に
承
当
す
れ
ば
海
て
種
草
に
非
ず
」
（
北
集
・
開
示
・
3
ろ
な
ど
の

語
に
よ
っ
て
も
充
分
に
知
ら
れ
よ
う
。
と
は
い
え
笑
巌
は
「
行
実
」
に
よ
れ
ば
確
か
に
そ
の
参
歴
中
、
大
寂
・
際
空
・
拙
牛
・
宝
峰
と
い

っ
た
諸
師
に
念
仏
の
指
示
を
受
け
て
実
修
し
て
い
る
。
併
し
念
仏
は
凡
そ
参
禅
公
案
と
同
様
、
息
念
の
具
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
と
の
乙
と
は
「
行
実
」
の
次
の
一
段
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
よ
う
。

明末虎丘派の源流（野口〉

「
神
仙
山
の
大
川
老
師
の
退
居
に
在
る
を
聞
き
、
予
、
尋
で
参
礼
す
。
師
詰
め
て
日
く
『
什
鹿
の
話
頭
を
提
す
』
と
。
予
日
く
、

仏
』
と
。
日
く
、
『
念
仏
は
念
仏
の
功
徳
有
る
も
、
争
奈
せ
ん
発
悟
尤
も
難
し
。
未
だ
無
字
を
提
す
る
の
佳
為
る
に
若
か
ず
』
と
。
」 『念

（
南
集
・
行
実
・
必
b
）

笑
巌
は
更
に
話
頭
の
参
究
に
言
及
し
た
中
で
、

な
ん

「
或
は
三
年
五
年
、
或
は
『
万
法
帰
一
』
を
提
し
、
或
は
『
甚
に
因
り
て
無
と
道
う
』
、

或
は
『
菩
薩
』
・
『
弥
陀
』
等
、
独
専
一
念
し
て
昏
沈
を
排
遺
せ
よ
」
（
北
集
・
普
一
不
・

9
b
）
と
、

念
仏
を
明
ら
か
に
話
頭
と
並
べ
て
採
り

上
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
笑
巌
は
念
仏
を
否
定
し
な
い
も
の
の
西
方
往
生
へ
の
言
及
は
皆
無
で
あ
り
、

『
念
仏
は
即
ち
是
れ
自
心
を
念
ず
。

自
心
能
く
自
己
仏
を
成
ず
」
（
北
集
・
京
中
総
菜
云
々
－
M
b
）
と
唯
心
弥
陀
を
主
張
し
、
更
に
「
行
人
但
だ
東
西
に
執
す
る
莫
れ
。
九
品
運

一
二
五



一一一六

謹
一
・
処
々
聞
く
」
（
北
集
・
伏
牛
山
実
長
老
請
益
念
仏
僑
・
日

a
）
と
喝
破
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
笑
巌
の
法
を
嗣
い
だ
幻
有
の
禅
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
『
続
灯
存
稿
』
は
幻
有
を
評
し
て
「
法
道
を
以
て
己
が
任

と
為
し
、
機
用
紗
密
、
週
に
常
情
を
出
づ
」
（
巻
十
）
と
そ
の
接
化
を
賛
え
る
が
、
幻
有
の
禅
も
看
話
禅
を
骨
格
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
幻
有
の
場
合
、
笑
巌
が
実
参
を
力
説
し
具
体
的
参
究
方
法
を
敷
演
し
た
の
に
対
し
、

「
禅
を
会
し
道
を
会
さ
ん
と
要
求
す
る
者
多

き
」
（
幻
有
語
録
・
巻
二
－

m
b）
当
時
の
状
況
を
踏
ま
え
て
か
、
多
く
の
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
。

幻
有
は
当
時
の
学
道
の
病
痛
と
し
て
二
つ
を
挙
げ
る
。
そ
の
一
つ
は
「
肯
て
拐
に
反
し
己
を
拘
し
自
信
自
悟
せ
ず
、
只
だ
他
の
善
知
識

の
口
裏
に
向
っ
て
分
暁
を
討
ね
解
会
を
求
め
ん
と
要
す
」
（
幻
有
語
録
・
巻
ニ
・
5
b
）
と
い
う
知
解
測
度
の
弊
で
あ
り
、
二
つ
に
は
「
先
づ

自
己
一
個
の
見
解
に
任
じ
了
り
、
確
定
し
て
以
て
主
宰
と
為
し
、
胸
中
に
安
頓
し
了
る
」
（
向
上
）
と
い
う
業
識
へ
の
執
著
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
弊
害
は
参
禅
に
常
に
付
き
纏
う
払
拭
し
難
い
問
題
で
あ
る
が
、
と
の
対
治
療
法
と
し
て
幻
有
は
「
但
だ
十
二
時
中
に
於
て
、
第
一

に
分
別
の
念
を
起
乙
さ
ず
、
妄
想
執
情
を
作
さ
ざ
ら
ん
乙
と
を
要
す
」
（
幻
有
語
録
・
巻
三
・
ω
b
）
と
不
起
妄
念
を
強
調
し
、

「
若
し
一
了

知
の
念
を
起
乙
さ
ば
、
菩
提
の
覚
体
に
於
て
便
ち
相
応
せ
ず
」
（
幻
有
語
録
・
巻
四
－

m
b）
と
言
い
切
る
。
そ
し
て
看
話
工
夫
に
つ
い
て
も

次
の
様
に
述
べ
る
。

「
衆
兄
弟
、
若
し
真
実
、
老
僧
の
見
処
に
拠
ら
ば
、
則
ち
汝
等
の
工
夫
を
倣
さ
ん
と
要
す
る
を
労
せ
ず
。
亦
た
汝
等
の
話
頭
を
看
ん
と

要
す
る
を
用
い
ず
。
只
だ
汝
等
を
し
て
先
づ
無
明
を
破
さ
ん
と
と
を
要
せ
し
む
る
の
み
。
汝
等
殊
に
知
ら
ず
、
倫
明
に
挙
念
し
て
話
頭
を

看
ん
と
要
し
、

工
夫
を
倣
さ
ん
と
要
す
時
、
早
や
巴
に
無
明
に
属
し
了
る
。
只
だ
汝
等
也
た
工
夫
を
倣
す
を
要
せ
ず
。
也
た
話
頭
を
看

る
を
要
せ
ざ
る
の
時
の
知
き
も
、
亦
た
無
明
に
属
す
。
」
（
幻
有
語
録
・
巻
五
・

ω
a）

ζ

の
様
な
発
言
は
、
看
話
が
単
な
る
話
頭
の
意
識
上
の
操
作
で
は
な
い
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
看
話
参
究
を
側
面
か
ら
援
助
し
、

よ
り
純
一
な
工
夫
へ
向
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
更
に
幻
有
が
最
も
恐
れ
注
意
を
促
し
た
の
は
、
無
明
業
識
を
自

己
の
仏
性
と
誤
認
す
る
識
神
作
主
の
弊
で
あ
る
。
幻
有
は
現
今
の
人
が
参
禅
し
な
が
ら
悟
入
出
来
な
い
の
は
、

「
錯
っ
て
識
神
を
認
着
し



て
個
の
主
宰
と
倣
し
了
る
」
（
幻
有
語
録
・
巻
六
・

ω
b）
と
と
に
由
来
す
る
と
し
、

そ
の
重
要
性
を
説
い
て
次
の
様
に
言
う
。

「
老
僧
、
晩
年
に
し
て
気
衰
へ
力
弱
く
、
多
語
す
能
わ
ず
。
汝
等
但
だ
繁
蹟
な
る
を
要
せ
ざ
れ
。
我
也
た
汝
等
を
し
て
工
夫
を
倣
す
を

要
せ
し
め
ず
。
也
た
汝
等
を
し
て
話
頭
を
看
ん
こ
と
を
要
せ
し
め
ず
。
但
だ
汝
等
を
し
て
識
神
を
認
着
し
て
主
事
と
為
す
と
と
を
要
せ

ざ
ら
し
む
。
」
（
幻
有
語
録
・
巻
六
・
泊
三

わ

が

幻
有
は
自
ら
の
禅
を
評
し
て
「
再
門
院
裏
の
禅
は
大
い
に
他
の
郷
村
中
の
大
医
の
似
し
。
多
方
の
薬
頭
無
し
。
止
だ
一
帖
の
平
胃
散
有

る
の
み
」
〈
幻
有
語
録
・
巻
五
・
3
a
）
と
言
う
が
、

そ
の
看
話
に
よ
る
老
婆
親
切
な
指
導
は
、

そ
の
言
に
違
わ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

－つ。
幻
有
は
看
話
以
外
に
、
笑
巌
同
様
棒
喝
を
も
用
い
て
い
る
し
、
浄
土
に
対
し
て
も
「
西
方
遠
か
ら
ず
、
但
だ
一
心
を
問
い
、
念
頭
を
放

下
す
れ
ば
、
烏
ぞ
別
に
尋
ぬ
る
を
用
い
ん
」
（
幻
有
語
録
・
巻
十
・
2
b
）
と
唯
心
浄
土
に
徹
し
て
お
り
、
凡
そ
笑
巌
と
同
様
に
純
禅
よ
り
ず

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
果
し
て
笑
巌
と
幻
有
と
は
、
看
話
接
化
の
方
法
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
大
筋
に

於
て
相
違
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

明末虎丘派の源流（野口）

達
磨
以
来
、
不
立
文
字
・
教
外
別
伝
は
禅
門
の
常
套
語
で
あ
り
、
臨
済
義
玄
ハ
？
l
八
六
七
）
の
如
き
「
三
乗
十
二
分
教
は
皆
な
是
れ
不

浄
を
拭
う
の
故
紙
」
〈
臨
済
録
・
示
衆
）
と
ま
で
言
っ
た
。
固
よ
り
禅
問
に
於
て
教
は
飽
く
迄
、
指
月
の
指
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
禅

門
は
教
学
を
決
し
て
一
概
に
棄
避
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
宋
代
以
降
二
般
に
教
禅
一
致
の
形
を
採
っ
て
き
た
。
笑
繊
の
法
祖
に
当
る
元
の

傑
僧
中
峰
明
本
（
一
二
六
三
J
一
三
二
三
）
も
「
禅
は
即
ち
文
字
を
離
る
る
の
教
、
教
は
即
ち
文
字
有
る
の
禅
」
（
東
語
商
話
続
集
・
上
）
と
言

ぃ
、
「
天
台
・
少
林
共
に
一
舌
、
禅
関
教
網
倶
に
相
い
適
ず
」
（
中
峰
広
録
・
巻
二
十
七
・
贈
鏡
堂
一
洲
座
主
）
と
述
べ
て
い
る
。
笑
巌
も
「
我

一
二
七



一
二
八

が
宗
は
語
句
無
く
、
亦
た
一
法
の
人
に
与
う
る
無
し
」
ハ
北
集
・
広
語
・
幻
b
）
と
不
立
文
字
を
標
梼
し
な
が
ら
も
、

機
、
達
人
の
関
鍵
為
り
。
寧
ぞ
軽
忽
に
す
容
き
者
な
ら
ん
や
」
ハ
北
集
・
示
衆
－

m
b）
と
口
言
を
真
向
う
か
ら
接
無
す
る
と
と
は
な
か
っ

た
。
併
し
彼
の
教
に
対
す
る
態
度
は
、
必
ず
し
も
生
優
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
純
禅
を
挙
揖
し
、
「
我
が
達
磨
門
下
は
調
停
て
義
昧
無

し
」
（
北
集
・
広
語
・
幻
b
）
と
断
ず
る
笑
巌
は
、
教
と
禅
に
関
し
て
次
の
様
に
言
う
。

「
言
行
は
君
子
の
枢

「
諸
仏
の
出
世
し
て
興
作
有
る
所
は
、
悉
く
有
情
の
為
め
な
り
。
萄
し
衆
生
無
け
れ
ば
、
仏
も
亦
た
出
ず
る
無
し
。
量
に
作
有
ら
ん
や
。

普
薩
、
昔
し
化
機
巳
に
熟
す
る
を
観
、
即
ち
害
提
樹
の
下
に
於
け
る
乙
と
八
夜
、
明
星
出
づ
る
を
見
て
齢
然
悟
道
す
。
是
の
時
彼
の
万

億
国
中
一
切
の
円
機
、
一
時
に
成
仏
す
。
次
で
中
下
愚
鈍
の
機
を
欄
見
し
て
堪
え
ず
、
遂
に
他
の
老
子
を
累
わ
せ
、
顕
々
倒
々
、
許
多

の
気
を
費
し
、
両
片
唇
皮
相
い
激
薄
し
、
一
条
の
舌
頭
胡
乱
に
撞
す
。
是
に
於
て
五
十
年
中
、
十
二
部
を
成
す
。
故
に
云
う
、
『
如
来

所
説
の
一
代
時
教
は
皆
な
止
時
の
黄
葉
』
と
。
寧
ぞ
実
法
有
ら
ん
や
。
末
上
、
正
法
眼
蔵
を
以
て
迦
葉
に
伝
へ
、
直
に
上
根
を
接
し
、

仏
の
慧
命
を
続
ぎ
、
断
滅
す
る
ζ

と
勿
か
ら
し
む
。
方
に
如
来
出
世
の
本
壊
と
称
す
る
な
り
。
故
に
吾
が
祖
師
の
法
問
、
語
言
名
相
を

立
て
ず
し
て
単
に
心
印
を
伝
う
。
一
心
を
印
す
る
を
以
て
師
資
印
契
す
る
を
、
名
づ
け
て
伝
と
為
す
な
り
。
誠
に
此
の
一
心
印
の
外
、

更
に
別
に
一
法
の
相
い
与
う
る
無
し
。
」
〈
北
集
・
開
示
・

ω
b）

笑
巌
は
乙
の
様
に
釈
尊
の
一
代
時
教
を
中
下
根
救
済
の
方
便
と
し
、
禅
に
於
け
る
心
印
を
無
上
と
す
る
立
場
を
採
り
、
教
を
一
段
低
い

も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
更
に
と
の
立
場
は
、
現
存
す
る
経
典
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
信
感
と
い
う
形
を
と
っ
て
一
層
強
く
表
わ
れ
る
。

「
〈
聞
い
て
）
日
く
、
『
仏
釈
尊
の
積
劫
の
所
証
、
四
十
九
年
に
尽
く
其
の
襲
を
轄
す
。
機
と
し
て
摂
せ
ざ
る
無
く
、
理
と
し
て
尽
き
ざ

る
無
し
。
遂
に
一
代
時
教
を
成
す
。
有
し
一
代
時
教
に
非
ざ
れ
ば
、
局
ぞ
如
来
出
世
本
懐
の
全
意
を
顕
わ
さ
ん
や
。
』
〈
答
え
て
〉
日
く
、

『
・
：
昔
し
仏
在
日
、
大
林
中
に
於
て
手
に
枝
頭
の
一
葉
を
撚
り
、
諸
ミ
の
比
丘
に
聞
い
て
日
く
、
「
汝
等
観
よ
、
大
林
中
の
葉
多
き
ゃ
、

而
し
て
我
が
手
中
持
す
る
所
の
葉
多
き
や
」
と
。
衆
愈
な
答
え
て
日
く
、
「
世
尊
よ
、
大
林
中
の
葉
、
其
の
多
き
に
勝
え
ず
」
と
。
仏

日
く
、
「
善
い
か
な
。
汝
の
所
言
の
如
し
。
吾
の
多
劫
勤
苦
、
積
劫
所
証
の
法
は
、
大
林
中
の
葉
の
如
し
。
吾
が
四
十
九
年
所
談
の
法



は
、
手
持
の
葉
の
如
き
の
み
」
と
。
夫
れ
原
ぬ
る
に
法
の
仏
口
よ
り
出
づ
る
は
純
ら
醍
醐
に
類
す
。
仏
示
寂
、
神
足
随
滅
し
て
自
り
、

販
の
後
、
歴
代
変
革
し
て
遂
に
義
路
を
成
し
互
に
静
端
を
起
と
す
。
復
た
展
転
し
て
悪
世
悪
主
・
悪
魔
邪
外
、
乃
至
壊
法
悪
作
の
比
丘

等
に
遭
遇
す
。
此
の
如
け
れ
ば
敢
保
す
、
寧
ぞ
薄
淡
に
す
る
者
無
か
ら
ん
や
。
況
ん
や
沿
い
て
此
土
に
及
び
、
翻
訳
の
家
、
其
の
中
、

文
を
綴
し
義
を
続
宏
、
改
革
増
損
、
巧
拙
広
略
あ
り
。
上
、
天
命
を
承
く
と
雌
も
、
訳
場
の
衆
士
、
ム
双
な
亦
た
方
に
随
い
人
に
随
わ
ざ

る
莫
し
。
諸
を
己
に
出
す
が
如
し
。
此
の
如
け
れ
ば
又
た
安
ん
ぞ
全
く
薄
歓
無
き
者
を
敢
保
せ
ん
や
。
文
た
随
後
の
科
分
条
釈
、
説
者

一
に
非
ず
。
綿
歴
承
襲
、
漸
々
分
流
、
各
ミ
一
家
を
成
し
、
党
固
門
風
、
猶
お
仇
響
の
若
し
。
宝
借
秘
伝
、
柏
競
相
宗
、
遂
に
実
法
と

為
る
。
紛
転
万
端
、
証
し
て
託
す
る
を
知
ら
ず
、
是
を
是
と
す
る
所
無
し
。
又
た
音
に
其
れ
仇
警
な
る
の
み
な
ら
ず
。
此
の
如
く
仏
世

漸
く
速
く
し
て
、
人
法
漸
く
偽
な
り
。
文
た
何
の
術
を
以
て
仏
世
に
同
じ
き
を
得
ん
と
探
せ
ん
。
而
も
復
た
其
の
純
全
た
る
者
を
や
。

且
つ
前
の
手
中
の
一
葉
す
ら
尚
お
未
だ
全
た
か
ら
ず
。
此
に
及
ん
で
又
た
安
ん
ぞ
敢
て
手
・
中
未
だ
全
た
か
ら
ざ
る
の
葉
を
以
て
、
諸
仏

偽悼ん

必
ず
説
い
て
此
に
止
ま
る
と
調
わ
ん
や
。
眼
ち
仏
の
全
体
大
用
を
見
ん
と
欲
せ
ば
、
週
ち
忽
ぢ
是
の
若
く
し
て
以
て
宜
と
す
可
け
ん
や
。

i
v
h
p
 

世
俗
す
ら
尚
お
云
う
、
「
書
は
言
を
尽
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
き
ず
」
と
。
況
ん
や
世
尊
累
劫
修
証
無
上
の
妙
法
を
や
。
若
し
が
ら
ば
、

何
ぞ
一
蹄
山
内
に
廓
天
の
量
を
尽
き
ん
と
欲
す
る
者
に
異
ら
ん
や
。
』
」
（
北
集
・
広
語
－

m
a〉

明末虎丘派の源流（野口〉

一
見
識
と
し
て
評
価
出
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
教
外
別
伝
の
禅
の
優
位
さ
を
理
論
的
に
補
強
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
と
と
を
以
て
し
て
、
笑
巌
の
禅
は
紛
れ
も
な
い
祖
師
神
と
い
う
と
と
も
出
来
よ
う
が
、
果
し
て

彼
の
教
学
蔑
視
と
も
い
え
る
言
動
は
、
単
に
そ
の
禅
風
と
個
人
的
性
向
に
由
来
す
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
『
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝
伝
』
の
笑

巌
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
是
の
時
に
当
り
て
義
学
紛
転
、
禅
宗
落
実
し
て
少
室
の
一
枝
、
流
れ
て
唱
評
に
入
る
」
（
巻
十
四
）
と
い
う
有
り
様

で
あ
っ
た
と
言
い
、
笑
巌
も
自
ら
当
時
の
柄
僧
に
つ
い
て
、

ζ

の
様
な
笑
巌
の
考
え
は
、

「
両
三
々
、
来
彩
隊
を
成
し
て
、
専
ら
巻
冊
子
を
抱
執
し
、
東
に
頭
を
刺
し
、

西
に
耳
を
揮
し
、
採
拾
し
将
ち
来
り
、
前
人
に
模
尋
し
、
義
路
葛
藤
、
頭
を
衆
め
て
相
い
闘
わ
せ
、
朝
四
暮
三
、
妄
静
旗
喜
す
」
（
北
集
・

普
説
－

u
a）
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
す
れ
ば
、

笑
巌
の
教
学
に
対
す
る
態
度
は
、

義
路
に
堕
し
た
時
流
に
対
す
る
一
つ
の

一
二
九
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普
告
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

一
方
、
幻
有
の
教
に
対
す
る
態
度
は
若
干
趣
き
を
異
に
す
る
。
幻
有
の
語
録
中
、
正
面
切
っ
て
の
教
学
に
対
す
る
誹
誘
の
言
は
見
出
せ

な
い
。
更
に
は
看
経
に
つ
い
て
も
一
概
に
否
定
せ
ず
、
却
っ
て
丁
寧
に
禅
問
に
於
け
る
正
し
い
看
経
の
在
り
方
を
指
示
し
て
い
る
。

「
師
一
目
、
叢
席
を
過
ぎ
、
学
者
の
書
を
看
、
教
を
看
る
者
を
見
る
。
即
ち
従
容
と
し
て
之
に
諭
し
て
日
く
、
『
汝
等
、
経
書
を
看
る

に
は
、
務
め
て
先
ず
其
の
緩
急
の
道
を
知
る
を
急
務
と
為
す
。
達
者
は
先
ず
第
一
に
須
く
無
量
劫
来
種
々
の
習
気
を
消
磨
し
、
一
一
の

病
痛
を
対
治
す
る
を
用
う
べ
し
と
為
す
。
夫
れ
供
々
た
る
人
我
妄
作
、
一
選
芥
も
胸
次
に
帯
留
せ
し
む
る
勿
れ
。
是
れ
急
な
り
。
又
た

宜

喫
飲
食
の
如
し
。
一
一
是
れ
消
化
し
得
る
を
須
ち
て
、
便
ち
是
れ
爾
我
真
実
に
受
用
す
。
其
の
他
、
談
柄
に
資
し
識
見
を
長
じ
、
博
学

強
記
、
及
び
無
磁
弁
才
は
皆
な
末
事
為
り
。
緩
に
す
可
き
の
み
。
』
」
（
幻
有
語
録
・
巻
二
・
却
b
）

ζ

の
様
な
幻
有
の
教
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
は
、
語
録
中
に
経
典
類
の
引
用
が
多
見
さ
れ
る
と
と
か
ら
も
窺
え
る
。
幻
有
は
『
金
剛
』

・
『
拐
厳
』
・
『
華
厳
』
・
『
法
華
』
・
『
般
若
』
と
い
っ
た
経
典
や
『
大
乗
起
信
論
』
等
を
引
用
駆
使
し
、
特
に
『
金
剛
経
』
の
「
凡

所
有
相
皆
是
虚
妄
、
若
見
諸
相
非
相
、
即
見
如
来
」
・
「
応
無
所
住
市
生
其
心
」
や
、
『
般
若
経
』
の
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
な
ど

を
好
ん
で
用
い
て
い
る
。
幻
有
自
ら
コ
向
以
来
、
故
等
の
与
に
説
話
し
、
棋
だ
個
の
如
来
禅
を
説
き
得
る
の
み
。

一
に
義
理
禅
と
名
づ

け

一
に
老
婆
禅
と
名
づ
く
」
（
幻
有
語
録
・
巻
四
－

m
a）
と
言
う
の
も
故
な
き
と
と
で
は
な
か
ろ
う
。
固
よ
り
と
の
様
な
幻
有
の
言
動
が
、

「
今
時
の
人
、
義
理
禅
、
弁
ぴ
に
老
婆
説
を
聞
く
を
好
む
」
（
幻
有
語
録
・
巻
＝
了
2
b
〉
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
の
方
便
で
あ
っ
た
ろ
う

と
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
問
題
が
、
更
に
幻
有
に
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

費
隠
適
容
の
『
五
灯
厳
統
』
の
幻
有
の
条
に
よ
れ
ば
、

「
著
書
三
篇
、
日
く
『
駁
語
』
、

日
く
『
性
住
釈
』
、
白
く
『
物
不
選
題
旨
』
、



刻
し
て
世
に
行
わ
る
」
（
巻
二
十
四
）
と
い
う
。
こ
れ
ら
三
篇
の
幻
有
の
著
述
は
共
に
短
篇
で
、
何
れ
も
『
肇
論
』
の
「
物
不
遷
論
」
を
巡

る
論
駁
の
書
で
あ
り
、

『
龍
池
幻
有
禅
師
語
録
』
の
末
尾
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
一
体
、
教
家
で
も
な
い
幻
有
が
如
何
な
る
経
緯
で
こ
の

様
な
も
の
を
書
く
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
万
暦
の
三
高
僧
と
言
わ
れ
た
紫
柏
達
観
（
一
五
四
三
J
一六
O
三
）
・
懲
山
徳
清
（
一

五
四
六
J
一
六
二
三
）
・
雲
棲
株
宏
（
一
五
三
五

t
一
六
一
五
〉
ら
も
多
彩
な
著
述
を
行
な
っ
て
お
り
、
忽
滑
谷
快
天
氏
は
彼
ら
を
「
禅
者
に
し

て
禅
者
に
非
ず
、
教
家
に
し
て
教
家
に
非
ず
」
（
禅
学
思
想
史
・
下
巻
・
七
O
四
頁
）
と
評
さ
れ
た
が
、

禅
教
の
枠
組
を
超
え
た
時
代
的
風
潮

と
し
て
注
目
す
る
に
足
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
併
し
幻
有
の
場
合
、
禅
に
関
す
る
以
外
の
著
述
は
乙
の
三
篇
の
み
で
あ
り
、
教
学

に
手
を
染
め
る
乙
と
の
無
か
っ
た
笑
巌
に
比
し
て
、
異
様
な
感
を
受
け
る
。

ζ

の
時
期
、

「
物
不
遷
論
」
に
関
す
る
著
述
意
見
が
幻
有
に
限
ら
ず
数
多
く
見
ら
れ
る
。
著
述
と
し
て
は
空
印
鎮
澄
（
一
五
四
七
J
一六

一
七
）
の
『
物
不
遷
正
量
論
』
、

真
界
の
『
物
不
遷
論
弁
解
』
、
道
衡
の
『
物
不
遷
正
量
証
』
、
懲
山
徳
清
の
『
肇
論
略
疏
』

が
あ
り
、

そ

の
他
、
株
宏
の
『
竹
窓
随
筆
』
や
紫
柏
達
観
の
語
録
中
に
も
「
物
不
透
論
」
に
関
わ
る
意
見
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
乙
れ
ら
活
滋
な
論
議

『
物
不
遷
正
量
論
』
の
著
者
空
印
鎮
澄
で
あ
っ
た
。
空
印
の
『
物
不
遷
正
量
論
』
は
、
清
涼
澄
観

九
J
八
三
九
）
の
後
を
受
け
て
僧
肇
（
三
八
四
J
四
一
四
）
を
論
難
し
た
書
で
あ
り
、
以
後
ζ

れ
に
対
す
る
反
論
の
嵐
が
仏
教
界
に
巻
き
起
こ

の
火
着
け
役
と
な
っ
た
の
が
、

（七三

る
の
で
あ
る
。
上
記
「
物
不
選
論
」
に
関
す
る
著
述
意
見
や
幻
有
の
三
篇
の
著
書
も
そ
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
空
印
と
は
如
何
な

明末虎丘派の源流（野口〕

る
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

空
印
の
伝
記
は
『
惑
山
老
人
夢
遊
集
』
巻
二
十
七
所
収
の
「
勅
賜
清
涼
山
竹
林
寺
空
印
澄
法
師
塔
銘
」
に
見
え
る
。
十
五
才
で
出
家
、

「
性
相
の
宗
旨
を
参
窮
し
、
華
厳
に
融
貫
」
す
る
が
、
そ
の
後
「
復
た
小
山
・
笑
巌
二
大
知
識
に
従
い
て
西
来
の
密
意
を
究
め
、
心
印
に

妙
契
」
し
た
と
い
う
。
固
よ
り
笑
巌
の
法
嗣
と
し
て
そ
の
名
は
見
出
せ
な
い
が
、
以
て
幻
有
と
同
様
笑
巌
徳
宝
に
参
禅
し
た
事
実
が
知
ら

れ
る
。
空
印
の
知
名
度
に
つ
い
て
「
塔
銘
」
に
は
、

「
聖
母
皇
上
、
国
の
為
に
福
を
祈
り
、
意
を
台
山
に
注
ぐ
。
師
の
風
雅
を
聞
き
て
之

を
重
ん
じ
、
特
に
大
蔵
尊
経
を
賜
い
安
供
す
。
尋
い
で
復
た
師
に
命
じ
都
城
千
仏
寺
に
於
て
師
の
自
著
『
携
厳
正
観
』
を
講
ぜ
し
め
、
復

一一一一
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た
慈
因
寺
に
於
て
諸
経
を
講
演
せ
し
む
」
と
あ
り
、
更
に
空
印
の
死
後
、
「
上
、
師
の
遷
化
を
聞
き
、
帯
金
を
賜
い
て
寧
堵
波
を
建
て
、

額
し
て
空
印
大
法
師
応
身
の
塔
と
日
う
」
と
あ
る
。
達
観
が
書
簡
の
中
で
「
即
今
の
人
天
眼
目
、
惟
だ
師
独
り
光
明
の
憶
を
立
つ
る
の
み
」

〈
夢
遊
集
・
巻
十
三
・
与
五
台
空
印
法
師
）
と
空
印
を
賛
え
る
の
も
理
あ
る
と
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
著
書
に
は
『
携
厳
正
観
』

『金

剛
正
眼
』

『
般
若
照
真
論
』
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
『
物
不
選
正
量
論
』
の
名
は
「
塔
銘
」
に
は
見
え
な
い
。

空
印
の
『
物
不
遷
正
量
論
』
は
、
上
・
下
二
巻
か
ら
な
り
、
下
巻
は
『
物
不
遷
正
量
論
』
へ
の
諸
家
の
論
難
に
対
す
る
反
駁
を
集
め
た

も
の
で
あ
る
。
上
巻
に
当
る
論
そ
の
も
の
は
、
自
序
が
書
か
れ
た
万
暦
十
六
年
三
五
八
八
）
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
後
に
下
巻
と
合
わ

せ
て
再
び
世
に
問
う
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
巻
本
の
出
版
は
、
付
録
し
て
い
る
李
麟
の
序
が
書
か
れ
た
万
暦
二
十
八
年
三
六
O
O）
以
後

の
と
と
で
あ
ろ
う
。
『
物
不
運
正
量
論
』
執
筆
の
理
由
に
つ
い
て
、
空
印
は
自
序
の
中
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
般
若
に
云
う
、
『
諸
法
に
は
去
来
の
相
無
く
、
動
転
す
る
者
無
し
』
と
。
肇
公
、
此
に
本
づ
き
『
物
不
選
論
』
を
為
る
。
而
る
に
其

と

ζ

ろ

の
義
を
釈
す
る
や
則
ち
物
各
ミ
性
住
の
み
。
嘗
試
み
に
之
を
思
う
、
法
無
去
来
の
義
は
諸
聖
教
に
偏
し
。
週
ち
吾
法
の
玄
網
な
り
。
而

ら
ば
性
住
の
談
、
果
し
て
能
く
之
を
尽
さ
ん
や
。
窃
か
に
自
ら
穏
を
疑
う
。
是
に
於
て
諸
を
聖
言
に
考
う
る
に
聖
言
証
す
る
聞
く
、
諸

を
正
理
に
求
む
る
も
正
理
通
ず
る
勿
し
。
」
（
物
不
遷
正
量
論
序
）

空
印
は
澄
観
『
華
厳
疏
紗
』
の
「
肇
公
の
意
を
観
る
に
、

既
に
物
各
ミ
性
住
を
以
て
し
て
不
遷
と
為
さ
ば
、
則
ち
小
乗
に
濫
る
」
〈
巻

「
宗
本
義
」
の
「
有
に
し
て
常
に
自
ら
空
、
と
い
う
性
空
の
論
と
、

不
遷
論
」
の
「
事
各
ヒ
性
、
一
世
に
住
す
」
の
性
住
と
は
矛
盾
あ
り
と
し
、
「
性
空
・
性
住
は
明
と
暗
と
の
如
く
敵
体
相
異
す
」
〈
物
不
遜

正
量
論
・
巻
上
）
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
「
肇
公
、
昔
物
減
せ
ず
性
は
昔
に
住
す
る
を
以
て
し
て
不
還
を
説
か
ぼ
、
則
ち
大
乗
性
空
の
義

に
於
て
背
く
」
（
向
上
）
と
論
理
的
不
整
合
を
指
摘
し
、
「
肇
師
の
昔
物
不
化
の
説
は
常
見
に
同
じ
き
有
り
」
（
同
上
）
と
厳
し
く
断
ず
る
の

で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
空
印
の
論
は
肇
師
の
真
意
を
解
せ
ぬ
ば
か
り
か
、
澄
観
を
も
毘
め
る
も
の
だ
と
し
て
反
論
が
起
ζ

る
。
真
界

は
『
物
不
遷
論
弁
解
』
の
序
で
物
不
遷
を
「
物
を
導
く
の
仮
名
、
病
に
応
ず
る
の
良
薬
」
と
評
し
、
論
中
で
次
の
様
に
言
う
。

一
十
六
）
と
い
う
説
を
受
け
て
『
肇
論
』

故
に
性
空
と
日
う
」

物



「
性
住
は
是
れ
無
性
を
以
て
性
と
為
し
、
無
住
を
住
と
為
す
。
故
に
永
明
謂
う
、

『
肇
公
言
う
所
の
性
住
は
是
れ
無
性
を
性
と
為
す
』

と
。
若
し
繭
ら
ば
、
則
ち
古
今
の
性
す
ら
尚
お
不
可
得
な
り
。
量
に
復
た
住
有
ら
ん
や
。
清
涼
も
亦
た
物
各
性
住
を
以
て
真
諦
の
相
と

為
す
。
量
に
有
物
有
性
を
以
て
真
諦
の
相
と
為
す
者
な
ら
ん
や
。
而
る
に
或
る
人
既
に
無
性
無
住
真
諦
の
義
に
達
せ
ず
、
反
っ
て
有
性

有
性
を
以
て
之
を
駁
す
。
妄
り
に
般
若
を
談
ず
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
」
（
物
不
選
論
弁
解
）

其
の
実
、
性
空
の
性
住
に

道
衡
の
『
物
不
遷
正
量
証
』
も
「
澄
師
（
空
印
）
の
駁
意
に
拠
ら
ば
、
則
ち
性
空
性
住
、
水
火
に
似
同
す
。

於
け
る
、
但
だ
其
の
名
を
異
に
す
る
の
み
。
其
の
体
を
異
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
空
印
の
説
を
退
け
、
空
印
の
肇
師
非
難
は
「
固
と

に
鹿
を
指
し
て
馬
と
為
さ
ん
と
欲
す
」
も
の
だ
と
す
る
。
更
に
空
印
と
知
己
で
あ
り
そ
の
塔
銘
を
撰
し
た
達
観
も
『
肇
論
略
疏
』
の
中
で

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
予
、
少
く
し
て
『
肇
論
』
を
読
む
も
、
不
遷
の
旨
に
於
て
拒
と
し
て
婦
宿
無
し
。
毎
に
旋
嵐
等
の
四
句
を
以
て
疑
を
致
す
。
後
に
省

有
る
に
及
び
、
則
ち
信
に
知
る
、
議
公
は
深
く
実
相
を
悟
る
者
な
る
こ
と
を
。

『
華
厳
大
疏
』
を
閲
す
る
に
及
び
、
間
明
品
の
『
響
へ

ば
河
中
の
水
、
消
流
競
奔
し
て
逝
く
が
如
し
』
に
至
っ
て
、
清
涼
大
師
、
肇
公
不
遷
の
偶
を
引
き
て
之
を
証
す
。
蓋
し
其
の
所
見
、
仏

義
に
妙
契
せ
し
を
推
す
な
り
。
予
嘗
て
友
人
と
之
を
雪
守
つ
。
其
の
友
、
殊
に
許
可
せ
ず
、
反
っ
て
肇
公
を
以
て
一
見
の
外
道
と
為
し
、

広
く
教
義
を
引
き
て
以
て
之
を
駁
す
。
即
ち
法
問
の
老
宿
、
雲
棲
・
紫
柏
諸
大
老
の
如
き
、
皆
な
カ
め
て
之
を
争
う
も
、
寛
に
未
だ
其

明末虎丘派の源流（野口〉

の
説
を
週
さ
ず
。
」
（
肇
論
略
疏
・
巻
一
）

達
観
の
非
難
は
、
友
人
と
い
う
と
と
も
あ
っ
て
か
隠
や
か
な
感
を
受
け
る
が
、
彼
に
限
ら
ず
、
一
般
に
空
印
に
対
す
る
批
判
は
そ
の
盛

名
も
あ
っ
て
か
名
指
し
の
手
厳
し
い
者
は
少
な
い
。
道
衡
の
如
き
、
前
述
の
様
に
空
印
の
説
に
は
全
く
反
対
の
立
場
を
示
し
な
が
ら
も
、

空
印
の
論
は
「
此
れ
皆
な
澄
師
（
空
印
）
の
大
権
方
便
に
し
て
、
伴
り
て
知
ら
ず
と
為
し
、
賊
を
以
て
賊
を
攻
め
、
謬
を
用
い
て
謬
を
聞

く
る
の
み
」
（
物
不
遷
正
量
証
）
と
し
て
空
印
そ
の
人
を
弁
護
し
、
空
印
並
び
に
空
印
を
論
難
す
る
人
々
は
全
て
「
尽
く
是
れ
聾
を
装
い
唖

と
作
り
、
務
め
て
互
相
に
不
遷
の
休
奥
を
発
揮
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
」
（
向
上
）
と
全
て
を
円
満
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
併
し
何
れ
に

一一一一一
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四

せ
よ
、
空
印
の
論
に
賛
同
を
示
し
た
も
の
は
無
く
、
空
印
は
孤
立
無
援
の
状
態
で
あ
っ
た
。

幻
有
の
『
駁
翠
巴
及
び
『
性
住
釈
』
が
書
か
れ
た
の
は
、
付
録
さ
れ
て
い
る
引
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
万
暦
三
十
四
年
、
同
三
十
五
年

の
ζ

と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
『
物
不
遷
論
弁
解
』
〈
万
暦
二
十
五
年
序
）
や
『
物
不
遷
正
量
証
』
ハ
万
暦
三
十
一
年
政
）
よ
り
時
期
的
に
遅

「
性
空
・
性
住
は
言
異
な
る
も
旨
同
じ
」
〈
幻
有
語
録
・
巻
十
一
・
駁
語
・

ω
a）

ど
、
従
前
の
論
を
大
き
く
出
る
も
の
で
は
な
い
。
一
体
、
何
故
に
既
に
諸
家
に
拘
か
れ
て
い
た
空
印
に
対
し
て
、
禅
家
で
あ
る
幻
有
が
更

に
「
空
印
『
正
量
』
皆
な
無
常
生
滅
の
説
に
し
て
、
物
不
運
の
旨
に
予
て
謹
然
と
し
て
相
い
干
渉
せ
ず
」
〈
向
上
－

m
a）

れ
る
。
然
も
そ
と
に
展
開
さ
れ
る
反
論
は
、

と
言
う
な

一
冊
の
所
論
、

と
名
指
し
で
論
駁
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

幻
有
は
『
駁
語
』
等
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
う
。

お

よ

「
余
、
昔
し
台
山
に
居
り
し
時
、
空
印
友
人
の
我
に
『
正
量
』
の
稿
を
示
す
有
り
。
大
都
そ
性
空
を
宗
と
し
て
、
肇
公
性
住
の
説
を
駁

す
。
因
り
て
輿
に
縛
じ
、
未
だ
寛
ら
ざ
る
に
南
に
還
り
今
に
迄
ぷ
。
壬
寅
（
万
暦
三
十
年
）
秋
、
京
に
来
り
伊
に
慈
因
精
舎
に
会
う
を
得
。

の
ち
刻
本
を
以
て
余
に
示
す
。
余
、
之
を
目
し
多
く
其
の
未
了
を
覚
ゆ
。
了
に
因
り
て
又
た
駕
を
捧
ず
。
此
れ
量
に
余
の
好
ん
で
諜
々

を
為
す
も
の
な
ら
ん
や
。
亦
た
彼
の
是
に
因
り
て
之
を
是
と
し
、
彼
の
非
に
即
き
て
之
を
非
と
す
る
の
み
。
且
つ
是
を
是
と
す
る
に
は

固
よ
り
師
有
る
も
、
非
を
非
と
す
る
に
は
寧
ぞ
師
無
か
ら
ん
や
。
」
ハ
幻
有
語
録
・
巻
十
二
・
性
住
釈
・
3
a
）

ζ

れ
は
執
筆
の
理
由
を
、
空
印
の
友
人
と
し
て
誤
っ
た
箇
所
を
指
摘
せ
ん
が
た
め
と
す
る
殊
勝
な
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
幻
有

が
最
初
の
著
述
で
あ
る
『
駁
語
』
を
書
く
に
至
っ
た
直
接
の
理
由
は
、
「
『
正
量
』
中
、
幻
有
の
前
弁
を
引
き
、
演
々
篇
章
有
り
と
錐
も
、

未
だ
部
意
を
醐
押
さ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、
黙
々
た
る
容
か
ら
ざ
る
の
み
」
（
駁
語
－

u
a）
と
あ
る
様
に
、

空
印
が
『
物
不
選
正
量
論
』
巻



下
に
幻
有
の
意
見
を
引
い
て
反
駁
し
た
と
と
に
対
す
る
反
論
弁
解
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

幻
有
の
空
印
批
判
は
、
真
界
や
達
観
が
空
印
を
非
と
し
な
が
ら
も
澄
観
を
是
と
し
た
の
に
対
し
て
、

そ
の
責
を
澄
観
に
帰
し
て
い
る
。

「
永
明
寿
・
洪
覚
範
・
中
峰
諸
大
老
、
威
く
肇
論
の
語
を
取
り
て
之
を
準
縄
と
為
す
。
唯
だ
清
涼
の
み
則
ち
小
乗
の
此
生
此
滅
、
余
方

に
至
ら
ず
を
以
て
、
不
遷
の
義
に
同
じ
と
す
。
」
（
駁
語
・
幻

a
）

幻
有
に
よ
れ
ば
、
澄
観
の
誤
り
は
「
但
だ
大
乗
空
義
は
是
れ
有
に
滞
る
者
を
破
す
る
の
談
、
物
各
性
住
の
語
は
是
れ
虚
に
迷
う
者
を
破

す
る
の
旨
に
し
て
、

倶
に
凡
小
対
治
の
良
方
為
る
を
顧
み
ず
」
（
駁
語
・

8
b
）
と
い
う
方
便
に
対
す
る
誤
認
に
あ
る
の
で
あ
り
、
澄
観
は

「
肇
公
の
言
偏
意
円
の
旨
を
識
ら
ず
」
（
同
上
・
9
a
）
と
言
う
。

そ
し
て
澄
観
の
誤
ち
に
よ
っ
て
空
印
は
更
に
深
い
錯
誤
に
陥
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

「
原
ぬ
る
に
夫
れ
空
印
は
清
涼
『
雑
華
紗
』
の
語
に
根
ざ
し
、
性
空
を
以
て
物
不
遷
を
証
し
、
清
涼
の
肇
論
を
引
き
て
証
す
る
所
、
尚

お
其
の
源
に
迷
う
を
知
ら
ず
。
況
ん
や
其
の
他
を
や
。
安
ん
ぞ
空
印
を
し
て
誤
嫌
せ
し
め
ざ
る
を
得
ん
。
却
っ
て
遷
の
字
を
把
て
解
し

て
滅
化
の
義
と
作
し
、
而
も
復
た
無
常
生
滅
・
有
無
一
異
の
法
を
将
て
物
不
遷
を
駁
す
。
亦
た
過
た
ず
や
。
」
（
駁
語
・

6
a
t
b
）

一体、

幻
有
と
空
印
の
相
違
は
、

「
浬
操
無

『
肇
論
』

の
ー「
ど士，
刀之

本
義
Lー

と
ー「

物
ー「 J、
全選
調T」
つ
lζ 
「
不
真
空
」

空
印
が

・
「
般
若
無
知
」

名
L 

の
四
論
の
中
か
ら

「
物
不
選
論
」

の
み
を
取
り
出
し
て
別
箇
に
考
察
し
、

『
宗
本
』
は
性
空
と
言
う
と
離
も
、

『不

明末虎丘派の源流（野口）

遷
』
は
却
っ
て
性
住
と
言
う
。
本
末
相
い
反
し
、
敵
体
違
を
成
す
。
因
明
の
法
に
之
を
自
語
相
違
過
と
謂
う
」
（
物
不
遷
正
量
論
・
下
・
雲
接

律
問
）
な
ど
と
言
う
の
に
対
し
、

幻
有
は
「
即
ち
肇
公
の
四
論
は
総
て
是
れ
一
個
の
気
脈
」
（
性
住
釈
・
お
と
と
い
う
『
肇
論
』

全
体
無

取
の
立
場
か
ら
解
釈
し
た
点
に
あ
る
。
幻
有
は
言
う
、

『
宗
本
』
如
し
不
遷
に
符
せ
ざ
れ
ば
、
駁
を
待

「
即
ち
性
住
を
以
て
不
遷
の
旨
に
合
せ
ざ
れ
ば
、
室
ぞ
先
ず
『
宗
本
』
に
考
せ
ざ
る
。

た
ず
し
て
早
や
破
せ
ん
。
今
、
肇
師
先
ず
『
宗
本
』
を
建
て
、
後
に
至
り
て
乃
ち
四
論
有
り
。
四
論
の
作
、
未
だ
敢
て
『
宗
本
』
に
違

わ
ず
。
空
印
安
ん
ぞ
性
空
・
性
住
、
言
異
に
し
て
旨
同
じ
き
を
知
ら
ん
や
。
」
（
駁
語
－

m
a）

一
三
五
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幻
有
は
『
性
住
釈
』
で
は
更
に
物
不
遷
を
物
と
時
と
の
関
係
に
却
し
て
捉
え
、

「
物
不
遷
の
宗
と
す
る
所
の
俗
諦
、
即
ち
性
住
の
旨
は
、

澄
観
を
非
難
し
て
「
清
涼
の
所
調
物
の
性
空
の
若
き
者
は
、
但
だ
物
を
言

う
の
み
に
し
て
時
を
言
わ
ず
」
（
向
上
）
と
述
べ
、
物
と
時
と
の
関
係
を
次
の
様
に
説
明
す
る
。

乃
ち
時
を
兼
ね
て
言
う
者
な
り
」
（
性
住
釈
・
8
b
〉
と
言
い
、

「
時
に
別
体
無
し
、
必
ず
亦
た
物
に
因
る
。
物
は
懸
空
に
非
ず
、
亦
た
必
ず
時
に
因
る
0

・
：
物
在
れ
ば
時
も
亦
在
り
。
時
亡
べ
ば
則
ち

物
も
亦
た
亡
ぶ
。
安
ん
ぞ
得
て
性
、
一
世
に
住
す
と
調
う
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
亦
た
量
に
法
住
法
位
に
異
な
ら
ん
や
。
略
諾
す
れ
ば
、

物
の
性
空
と
は
物
無
き
に
非
ざ
る
な
り
。
物
無
き
に
非
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
故
に
肇
公
に
不
真
空
の
作
有
り
。
今
、
不
真
空
の
三
字

井
び
に
物
不
遷
の
三
字
を
以
て
、
倶
に
離
開
し
て
両
段
と
作
す
と
と
有
れ
ば
、
釈
者
、
一
嘱
を
発
す
ぺ
し
。
所
調
性
住
一
世
と
は
、

亦
た
物
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
物
々
未
だ
嘗
て
住
せ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
。
曽
て
世
を
離
れ
ざ
る
が
故
に
、
性
住
一
世
と
云
う
の
み
。
」

〈
性
住
釈
－

u
a
t
b）

幻
有
に
よ
れ
ば
性
住
・
性
空
の
言
は
、

「
総
て
是
れ
肇
公
の
善
巧
」
〈
性
住
釈
・
日
b
）
と
い
う
と
と
に
も
な
ろ
う
。

併
し
幻
有
の
空
印

非
難
は
、
単
に
理
論
上
の
争
い
、

そ
の
是
非
に
の
み
争
点
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
論
理
的
当
否
の
争
い
で
あ
る
の

な
ら
ば
、
幻
有
は
義
路
に
堕
し
た
取
忍
に
足
ら
ぬ
凡
僧
と
禅
門
内
で
批
判
を
受
け
る
ζ

と
に
も
な
ろ
う
。
果
し
て
幻
有
が
そ
の
様
な
愚
を

行
な
う
で
あ
ろ
う
か
。
寧
ろ
問
題
の
根
は
別
の
所
に
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

空
印
の
諸
家
に
対
す
る
論
駁
の
基
本
に
あ
る
も
の
は
一
体
何
で
あ
っ
た
か
。
空
印
は
言
う
、

「
夫
れ
一
切
の
聖
教
は
、
名
言
を
以
て
体
と
為
す
。
百
千
年
に
百
一
っ
て
魔
外
邪
説
、
乱
す
能
わ
ざ
る
所
以
の
者
は
、
其
の
名
言
の
在
る

有
る
を
以
て
の
故
の
み
。
」
（
物
不
遷
正
量
論
・
下
・
対
一
幻
道
人
語
）

経
典
に
対
し
て
異
常
な
ま
で
の
信
頼
を
寄
せ
る
空
印
は
、
「
修
多
羅
は
乃
ち
諸
仏
の
法
印
」
（
物
不
遷
正
量
論
・
下
・
対
無
名
尊
者
語
）
と
言

い
切
る
の
で
あ
る
。
幻
有
へ
の
反
駁
の
中
で
空
印
は
次
の
様
に
言
う
。

「
座
下
、

必
ず
肇
公
を
主
張
せ
ん
と
欲
せ
ば
、

必
ず
能
く
其
れ
が
為
に
証
を
引
き
理
を
出
す
乙
と
如
何
。

聖
教
と
違
わ
ざ
る
を
得
て



而
る
後
不
肖
の
駁
す
る
所
、
言
わ
ず
し
て
自
ら
敗
れ
ん
。
今
座
下
、
既
に
其
れ
が
為
に
証
を
引
き
理
を
出
す
能
わ
ず
し
て
、
乃
ち
硬
く

其
の
是
を
主
彊
す
。
其
れ
執
か
之
に
与
せ
ん
や
。
」
（
物
不
遷
正
量
論
・
下
・
答
幻
有
価
押
師
書
）

論
理
的
証
拠
を
聖
教
に
求
め
る
と
と
を
必
須
と
す
る
空
印
の
立
場
は
、
仏
法
を
己
が
胸
奥
に
求
め
る
禅
と
大
き
な
隔
た
り
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
。
幻
有
は
と
の
空
印
の
非
難
に
対
し
て
、
「
空
印
の
為
に
証
を
引
き
理
を
出
す
能
わ
ず
。
寧
ろ
之
に
甘
ん
ず
る
の
み
」
ハ
駁
語
・

話

a
）
と
言
う
が
、
こ
れ
は
教
に
執
す
る
空
印
の
態
度
に
対
す
る
禅
者
と
し
て
の
嘆
息
に
他
な
る
ま
い
。

空
印
は
幻
有
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
笑
巌
に
参
じ
た
株
宏
を
も
罵
倒
し
て
い
る
。
株
宏
は
「
物
不
遷
論
」
を
巡
る
論
議
に
対
し
て
、
仏

教
界
の
大
立
物
ら
し
く
穏
健
な
立
場
を
採
り
、
「
駁
を
為
す
者
は
固
よ
り
全
く
拠
無
く
し
て
妄
談
す
る
に
非
ず
。
其
の
販
を
駁
す
る
者
も

亦
た
故
ら
に
今
を
抑
え
古
を
揖
ぐ
る
に
非
ず
。
蓋
し
各
ミ
所
見
有
り
」
〈
竹
窓
随
筆
・
物
不
選
論
駁
）
と
双
方
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
、
幻
有
と

同
様
の
『
肇
論
』
の
論
旨
一
貫
の
立
場
か
ら
、
「
物
不
遷
論
」
を
「
巧
心
妙
手
、
無
磁
の
弁
才
」
〈
向
上
）
と
高
く
評
価
す
る
。
乙
れ
に
対

「
徒
ら
に
其
の
妙
を
誇
り
、
未
だ
其
の
妙
な
る
所
以
を
見
ず
」
〈
物
不
遷
正
量
論
・
下
・
雲
棲
律
師
）
と
、
そ
の
論
理
的
不
備

し
て
空
印
は
、

を
槍
り
玉
に
挙
げ
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

明末虎丘派の漉流（野口〉

つ
ま
り
空
印
は
幻
有
や
株
宏
と
同
様
に
笑
巌
に
参
禅
し
た
と
は
い
え
、
飽
く
迄
教
門
の
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
空
印
は
禅
の
不
立
文
字

の
立
場
に
つ
い
て
、
「
祖
師
門
下
、
曽
て
実
法
を
以
て
人
を
繋
が
ず
。
此
れ
又
た
病
に
因
り
て
薬
を
施
す
の
一
端
の
み
」
〈
物
不
遷
正
量
論

・
下
・
対
無
名
尊
者
語
）
と
、
単
に
一
方
便
門
に
過
ぎ
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
言
い
換
れ
ば
幻
有
と
空
印
の
論
争
は
、
「
物
不
遷
論
」
の
論
争

に
名
を
借
り
た
、
禅
と
教
と
の
根
深
い
対
立
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
幻
有
は
自
ら
の
手
を
汚
し
て
ま
で
空
印
と
争
う
理
由
に
つ
い
て
、

「
性
住
釈
引
」
の
中
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
余
、
『
性
住
釈
』
を
属
し
、
諸
を
木
に
災
せ
ん
と
撮
す
。
門
人
円
修
輩
、
再
稽
首
し
て
之
を
止
め
て
日
く
、
『
和
尚
、
前
に
「
駁
語
」
を

ぞ
れ
が
b

刻
す
。
某
甲
、
色
を
作
し
て
之
を
明
す
る
者
有
り
、
掌
を
撫
し
て
咲
を
為
す
者
有
る
に
至
る
を
歴
見
す
。
将
た
不
測
を
以
て
諸
を
加
う

る
を
見
る
と
と
無
か
ら
ん
や
』
と
。
余
因
り
て
咲
い
て
云
う
、
『
吾
が
徒
の
慮
を
為
す
は
固
と
に
然
り
。
若
し
其
れ
喫
ら
ざ
れ
ば
則
ち

一
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吾
が
真
を
見
ず
。
若
し
其
れ
咲
わ
ざ
れ
ば
則
ち
道
を
為
む
る
に
足
ら
ず
。
而
れ
ど
も
未
だ
会
せ
ず
、
吾
れ
正
に
此
の
輩
の
向
方
を
知
ら

ず
、
世
と
し
て
着
落
無
き
を
思
み
て
設
を
為
す
と
と
を
。
故
に
永
嘉
大
師
云
う
、

「
是
れ
山
僧
、
人
我
を
違
く
す
る
の
僑
行
に
あ
ら
ず
。

断
常
の
坑
に
落
ち
ん
乙
と
を
恐
る
る
の
み
」
と
。
此
の
中
、
空
印
を
誕
百
め
ず
し
て
清
涼
を
答
む
忍
所
以
の
者
な
り
。
安
ん
ぞ
此
の
輩
、

清
涼
を
致
わ
ず
、
空
印
を
踏
襲
し
て
之
を
為
す
を
知
ら
ん
や
。
況
ん
や
吾
れ
法
問
の
為
に
大
い
に
係
わ
る
に
、
三
の
弁
ぜ
ざ
る
を
得
ざ

る
有
り
。
第
一
に
余
、
空
印
と
友
人
同
参
為
り
て
咲
巌
和
尚
に
相
見
し
来
た
る
が
為
な
り
。
第
二
花
咲
巌
和
向
、
生
平
教
外
別
伝
の
旨

を
務
め
、
人
を
接
す
る
に
未
だ
嘗
て
濫
り
に
義
学
を
可
と
せ
ざ
る
が
為
な
り
。
第
三
に
達
磨
未
だ
此
土
に
来
た
ら
ざ
る
に
、
教
家
威
く

巳
に
聖
諦
第
一
義
に
帰
す
る
を
知
る
が
為
な
り
。
」

（
幻
有
語
録
・
巻
十
二
・
ー
と

以
て
幻
有
論
戦
の
意
図
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。
併
し
幻
有
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
空
印
は
結
局
生
涯
そ
の
説
を
改
め
る
ζ

と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

株
宏
は
幻
有
に
与
え
た
書
簡
の
中
で
、
幻
有
の
空
印
論
駁
に
関
し
て
次
の
様
に
言
う
。

「
其
れ
肇
論
の
解
駁
、
精
確
明
悉
な
り
。
但
だ
恐
ら
く
は
空
印
の
執
心
太
だ
堅
く
し
て
、
肯
て
善
に
服
せ
ざ
ら
ん
。
然
れ
ど
も
正
弁
の

惑
を
破
す
る
乙
と
、
理
自
ら
爾
る
べ
し
。
彼
の
信
否
は
計
る
に
足
る
無
き
な
り
。
」
（
幻
有
語
録
・
巻
十
二
－

m
a
・
付
録
）

「
物
不
遷
論
」
を
巡
る
是
非
論
争
の
当
否
勝
敗
は
別
に
し
て
、
笑
巌
下
か
ら
空
印
の
如
き
義
学
の
徒
と
も
い
う
べ
き
人
物
を
出
し
た
と

と
は
、
同
門
の
幻
有
や
株
宏
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い
と
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
乙
で
幻
有
は
多
言
の
誹
り
を
受
け
る
の
を
覚
悟
で
空
印
の

非
を
正
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

笑
巌
と
幻
有
の
教
に
対
す
る
態
度
は
可
成
り
異
な
っ
て
い
た
。
笑
巌
は
教
を
否
定
的
に
扱
い
、
幻
有
は
積
極
的
に
用
い
た
。
併
し
方
法

は
異
な
る
も
の
の
、
共
に
義
学
に
堕
し
た
世
相
を
憂
え
て
の
表
裏
一
体
・
軟
硬
自
在
の
救
済
策
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
だ
が
如
何
に

抱
泥
滞
水
の
大
方
便
と
は
い
え
、
幻
有
の
と
っ
た
行
動
は
禅
の
師
家
と
し
て
問
題
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
空
印
に
対
す
る
幻
有



の
態
度
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
単
に
空
印
か
ら
論
理
的
不
備
を
指
摘
さ
れ
た
乙
と
に
対
す
る
感
情
的
な
醜
い
攻
撃
と
自
己
弁
護
と
取
れ

な
い
乙
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

一
転
し
て
教
学
へ
と
足
を
滑
ら
せ
、
解
決
の
つ
か
な
い
紛
諦
の
渦
中
へ

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
万
暦
と
い
う
混
沌
と
し
た
思
想
界
を
生
き
た
幻
有
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
己
む
を
得
な
い
と
と
で
あ
っ
た
ろ
う

笑
巌
の
純
禅
を
受
け
た
幻
有
は
、
表
面
純
禅
を
保
つ
も
の
の
、

か
。
何
れ
に
せ
よ
幻
有
と
空
印
を
巡
る
問
題
に
よ
っ
て
、
抗
争
に
彩
ら
れ
た
明
末
虎
丘
派
の
歴
史
の
幕
は
切
っ
て
落
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【注〕

明末虎丘派の源流（野ロ）

（1
）
密
雲
・
費
隠
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
が
、
『
禅
学
思
想
史
』
下
巻
に
詳
し
い
。

ハ2
）
笑
巌
の
語
録
に
つ
い
て
、
株
宏
は
「
笑
巌
集
四
巻
有
り
」
ハ
皇
明
名
僧
輯
略
・
笑
巌
宝
禅
師
〉
と
言
う
が
、
現
存
す
る
『
月
心
笑
巌
宝
祖
南
北

集
』
は
二
巻
本
で
あ
る
。
費
隠
の
『
五
灯
厳
統
』
に
は
「
語
録
に
南
北
ニ
集
有
り
」
（
巻
二
十
四
〉
と
あ
る
。

（3
〉
笑
巌
の
看
話
指
示
に
つ
い
て
は
『
北
集
』
の
「
示
経
叡
二
徳
請
益
倣
工
夫
」
（
お

aγ
「
何
徐
ニ
大
夫
借
一
僧
請
益
万
法
公
案
」
（
伺
b
）
等
を
参

照。

（4
〉
幻
有
は
棒
喝
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
う
。

「
而
今
且
つ
独
り
一
人
商
人
到
処
に
俸
を
行
じ
喝
を
行
ぜ
ん
と
要
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
兼
ね
て
老
僧
、
深
山
窮
谷
に
居
る
と
雄
も
、
遁
年
以
来
、

也
た
些
の
棒
喝
を
行
ぜ
ん
と
要
す
。
且
く
道
へ
、
老
僧
行
ぜ
ん
と
要
す
る
底
の
棒
喝
は
、
是
れ
伊
の
杜
撰
長
老
の
行
底
を
撰
う
や
、
是
れ
吾
が
師
笑

・・iu
v

緩
和
尚
の
行
底
を
款
う
や
、
是
れ
徳
山
・
黄
築
・
臨
済
・
大
覚
、
泊
び
祖
師
・
如
来
の
行
底
を
数
う
や
。
若
果
人
よ
り
学
ぶ
底
な
れ
ば
即
ち
慮
に
し

て
実
な
ら
ず
。
終
に
敗
壊
を
成
さ
ん
。
所
謂
、
丈
夫
自
ら
衝
天
の
志
有
り
、
古
人
の
行
処
に
向
て
行
ぜ
ざ
る
な
り
。
此
の
事
、
人
よ
り
学
ぶ
可
か
ら

い
え

E

か
宿
ら

ず
と
然
雄
も
、
亦
た
是
れ
棒
頭
に
限
有
る
を
須
ち
て
、
始
め
て
行
ず
る
に
堪
う
る
の
み
。
唯
だ
古
人
の
行
喝
、
喝
須
ず
骨
に
徹
す
。
所
以
に
馬
祖
一

か

aら

喝
、
直
に
百
丈
の
三
日
耳
聾
を
得
た
り
。
古
人
の
行
棒
、
須
要
ず
棒
々
血
を
見
る
。
所
以
に
黄
葉
、
臨
済
を
打
ち
、
大
覚
、
奥
化
を
打
つ
、
便
ち
是

の
様
子
な
り
。
」
〈
幻
有
語
録
・
巻
一
－

m
b
）

（5
）
「
物
不
遜
論
」
を
巡
る
争
い
に
つ
い
て
は
、
中
田
源
次
郎
氏
の
「
筆
論
及
び
そ
の
注
疏
に
就
い
て
」
ハ
東
方
学
報
・
東
京
・
第
六
冊
所
収
）
に
も
筒

単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
牧
田
諦
亮
氏
は
「
肇
論
の
流
伝
に
つ
い
て
」
（
『
譲
論
研
究
』
所
収
〉
の
徳
清
の
『
肇
論
略
疏
』
の
説
明
の
中
で
、

一
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一問。

「
雲
棲
株
宏
、
紫
柏
真
可
等
の
諸
大
老
が
悉
く
は
『
肇
論
』
の
説
に
は
賛
成
せ
ず
、

ζ
と
に
一
友
人
の
如
き
は
一
見
の
外
道
と
話
し
て
い
る
」
・
「
乙

れ
よ
り
以
前
、
物
不
運
に
つ
い
て
は
続
蔵
経
ハ
一
の
ニ
の
ニ
〉
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
道
衡
述
『
物
不
遜
正
量
証
』
・
鎮
澄
著
『
物
不
遜
正
量
論
』

・
真
界
解
『
物
不
選
論
弁
解
』
等
の
論
が
し
き
り
に
お
乙
っ
て
僧
援
を
論
難
し
た
」
と
言
わ
れ
る
が
、

ζ

れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ハ6
）
乙
の
「
性
住
釈
引
」
は
「
一
幻
道
人
識
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
し
で
も
幻
有
自
身
の
も
の
で
あ
る
ζ

と
は
疑
い
な
い
。
一
幻
道
人
の
名

は
空
印
の
『
物
不
遷
正
量
論
』
巻
下
に
見
え
る
が
、
幻
有
と
別
に
条
を
設
け
て
そ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
し
、
幻
有
の
『
駁
語
』
で
も
幻
有
自
身
の
反

論
に
続
け
て
一
幻
道
人
に
対
す
る
弁
護
を
行
な
っ
て
お
り
、
幻
有
と
一
幻
道
人
と
は
別
人
か
の
如
く
思
わ
れ
る
。
だ
が
「
性
住
釈
引
」
か
ら
見
て
一

幻
道
人
と
い
う
の
は
、
幻
有
の
別
号
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。


